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研究成果の概要（和文）：中国の国境地域における諸民族のネットワーク構築について、その実

態と多様性、民族の社会、文化、アイデンティティとの関わり、地域や国家との政治経済的関

係を明らかにした。諸民族の文化の動態として、とくに民族の移動と交流について、人・物資・

情報などの移動の実態とそのことが民族の文化、アイデンティティに及ぼしている影響を明ら

かにし、また通婚・経済・文化・宗教的活動など多様な側面を持つ民族間の交流の実態を明ら

かにした。 

 

研究成果の概要（英文）：A study was conducted on the construction of networks between the 

multiple ethnic groups in the border areas of China. The topics included the actual 

condition and diversity of the networks; their relation to the ethnic groups’ societies, 

cultures, and identities; and their political and economic relationships with regions 

and the nation. In addition, the dynamics of the cultures of the multiple ethnic groups, 

particularly movements and exchanges among the ethnic groups were identified. 

Specifically, the actual status of movements of people, materials and information, as 

well as how these movements affect the cultures and identities of the ethnic groups were 

investigated. At the same time, various forms of exchange among the ethnic groups, 

including marriage, economic, cultural and religious activities were elaborated.  
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１．研究開始当初の背景 

中国南北の国境地域には多くの民族集団

が居住している。多くの場合、国境線をはさ

んで中国および隣接する諸国に同一あるい

は同系の民族が居住している。こうした民族

を「跨境民族」と呼ぶが、中国の南北国境地

域において、跨境民族の国境を越える移動が

急増している。国境のもつ意味は相対化され、

中国と周辺諸国とのボーダーレス化が急速

に進んでいる。ボーダーレス化はさらに文

化・社会・経済の再編を促している。このよ

うな状況において跨境民族がネットワーク

を構築しており、そのネットワークが東アジ

ア諸民族の生活に影響を及ぼしている。 

国境にまたがって居住する多種多様な民

族に焦点を当て、中国の国境地域を中心とす

る東アジア地域における多民族のネットワ

ーク構築の実態とそれら民族の文化の動態

を解明する作業が急務である。 

 

 

２．研究の目的 

本研究は、国境にまたがって中国および中

国と隣接する諸国に居住する多種多様な「跨

境民族」に焦点を当て、それらの民族がなぜ

異なる国家に属することになったのか歴史

的経緯をふまえたうえで、国境以外の地域に

形成された民族コミュニティについても留

意をし、中国南北の国境地域を中心として、

多民族のネットワーク構築の実態、国境地域

のボーダーレス化の実態、それらと民族の文

化の動態について現地調査を通じた比較研

究を行い解明するものである。 

民族の文化の動態として、具体的には、諸

民族の国境を越える移動と民族間の交流に

ついて、移動がどのように行われ、民族の文

化やアイデンティティにどのような影響を

及ぼしているのか、また、交流には経済、文

化、宗教など多様な側面があるが、実態はど

うであるのかを解明する。また、国境地域に

おける多民族のネットワーク構築やコミュ

ニティの実態について、ネットワークの実態

はどうであるのか、その民族の社会、文化、

アイデンティティとの関わり、地域や国家と

の政治経済的関係、ネットワーク構築の背景

にあるボーダーレス化の進行について解明

する。 

 

 

３．研究の方法 

国境にまたがって居住する跨境民族の位

置づけについては、これまで中国や隣接諸国

の当事者による研究が行われてきたが、それ

ぞれの所属する国家や地域の利害がからみ、

とかく主観的になりがちであった。また、政

治的・経済的な側面が強調されがちであった。

文化の研究も政治的目的のためにとかく静

態的になる傾向があった。 

本研究は第三者的立場を生かし、極力客観

的な姿勢で、かつ地域の経済にも留意しつつ、

文化の動態をメインとする研究を行った。ま

た、資料の収集については現地での聞き取り

調査と討議を主体とし、文献調査をも有機的

に統合し、最新の一次的資料をもとに実証的

な研究を行った。さらに、中国の国境地域の

なかで北部と南部とでは自然・人文環境が異

なる。加えて山地民と平地民との違いもある。

こうした居住地の環境の相違の比較にも十

分に留意して研究を行った。 

 

 

４．研究成果 

研究代表者ならびに研究分担者６名が、現

地調査や現地討議を実施し、研究報告論文を

完成させた。主要な論点は次の通りである。 

 

（１）中国の国境地域の諸民族の国境を越

える移動と民族間の交流について、移動がど

のように行われ、民族の文化やアイデンティ

ティにどのような影響を及ぼしているのか、

また、交流には経済、文化、宗教など多様な

側面があるが、実態はどうであるのか。 

この点について、塚田誠之は、広西の国境

地域の壮（チワン）族と、広西からベトナム

に移住したヌン族との間で交易や親戚・友人

の往来、通婚、歌掛けや宗教的職能者の活動

など日常的に越境して往来していることを

明らかにした。長谷川清は、雲南省西部のビ

ルマとの国境地域のタイ族について、雲南・

ビルマの交通路の建設と交易活動の進展、宗

教（小乗仏教）活動、漢族移民の移動につい

て明らかにした。また人民共和国成立後に国

営農場を雲南の国境地域に建設し、国内の知

識成年を含む漢族移民が大量に移住し地元

の少数民族との間に生じた関係を検討した。 

楊海英は、文化大革命期に内モンゴルに漢

族の知識青年が下放されたこと、彼らがモン

ゴル族と交流を行い、新しいモンゴル・漢族



 

 

の関係を形成したことを明らかにした。 

諸民族が人為的な境界を越えて異なる国

民国家に居住することになった歴史的経緯

について、松本ますみは、民国期から人民共

和国にかけての雲南のムスリム知識人のエ

スニシティの生存のための活動を彼らの国

境を越えた移動史と関わらせて検討した。 

吉野晃は山地民ユーミエン（ヤオ族）につ

いて、中国からタイへ移住した後、社会組

織・儀礼・物質文化などにおいて変容が生じ

たこと、山地民が平地の漢族文化を受容しつ

つもそれを運用して自らのアイデンティテ

ィの保持に活用する戦略をとったことを明

らかにした。武内房司は 18～19 世紀の雲南

南部の茶・綿花の生産と流通に焦点を当てて、

漢族移民が移住したことを契機に平地民と

山地民の共存関係が変容し、山地民の社会が

変容していったことを明らかにした。 

樫永真佐夫は、ベトナムの黒タイについて、

国家の民族連帯を強化する政治的意図のた

め、文化的に近い白タイとともに「ターイ族」

として認知したこと、ただし黒タイの人々の

もとでは、白タイとの対比が意識されており、

公式の民族名よりも黒タイという自他称が

維持されてきたことを明らかにした。 

研究を通じて中国北部と南部との相違が

明らかにされた。北部の国境は南部と比較す

ると閉鎖的で、東西冷戦など国際情勢の影響

を受けて厳しく統合され、人々が国境線を相

対化して往来することに制約が見られた。ま

た、中央政府との距離や漢文化の受容の度合

いも南北の相違点である。山地民は平地民と

は異なる文化的適応様式をもっていること、

両者の間には交流があり互いに影響を受け

たことも明らかになった。また、中国におい

て民族は政治的に分類されたもので、人々の

アイデンティティとの間にはずれが見られ、

国境地域を研究する際に民族を単位とする

よりは、村落や地域社会など人々の生活の現

場に注目する必要があることが確認された。 

 

（２）国境地域における諸民族のネットワ

ーク構築について、ネットワークの実態はど

うであるのか、その民族の社会、文化、アイ

デンティティとの関わり、地域や国家との政

治経済的関係、ネットワーク構築の背景にあ

るボーダーレス化の進行などが焦点となる。 

この点について、塚田は、国境地域におい

て壮族がベトナムのヌン族との間にネット

ワークを構築しており、同じ言語を話すとい

う意識に基づくアイデンティティが国境を

越えて形成されているが、血縁関係者や知り

合い・友人など個人の関係性の相違に応じて

結びつきに強弱があること、また、それらネ

ットワークや村落における結び付きは、不安

定な国境地域において独自の社会文化の維

持のため必要とされたことを明らかにした。

長谷川は雲南西部・ビルマ間に仏教の広域ネ

ットワークが形成され、タイ系民族の国境を

越えた汎タイ意識が生じたことを検討した。 

吉野は、タイのユーミエンの村落を越えた

同族の協会や NGO組織の国内ネットワークに

よる伝統文化を伝承するための活動の実態

を検討し、さらに儀礼への参加・援助や祭司

の招聘などの面でアメリカや中国在住の同

族との海外ネットワークの現状をも検討し

た。松本ますみは、浙江省義烏市に中東各国

からムスリム商人が集結し、国内でも寧夏や

雲南から商売、通訳などでムスリムが集結し

ている現状を明らかにし、彼ら内部でのネッ

トワークの実態の検討を行った。グローバリ

ゼーションが進む現代において移動が遠距

離に及び、ムスリムのコミュニティが遠隔地

に形成され、遠距離ネットワークが構築され

たこと、コミュニティの成員がどのように連

帯しているのか、さらに彼らの宗教意識の変

化について検討した。 

研究を通じて、ネットワークの実態と多様

性、民族の文化やアイデンティティとの関わ

りが明らかにされた。国境地域においては個

人・地域社会を基軸としたネットワークが重

視され活用されており、今後継続して調査を

通じて研究を深めることが必要である。また、

国境の作用についても一層の検討が今後期

待される。国境地域は政治的に不安定で、人

の流動性が大きい。不安定な立場におかれた

人々が安定や精神的な拠り所を求めて独自

の文化やアイデンティティを形成してきた

ことが推測される。こうした国境地域の文化

の独自性を現地で暮らす人々の目線から問

い直す研究があらためて求められる。 
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